
 

■ありがたいことに 9月 30日をもって全国的に緊急事態宣言や蔓延防止等重点措置が解除

され、その後も低い感染状況が続いている。世の中も徐々に人の動きが戻りつつあり、GoTo

トラベル再開の機運も高まってきた。そのような中で苦戦する公共交通を再活性化させる起爆

剤として 11 月 28 日と 12 月 10 日の 2 日間にわたって「岡山市運賃無料 DAY」が開催さ

れる。市内を一部でも通る路線であればどこまで乗っても無料、とのことで沿線や事業者では

これに合わせてイベントの実施や PR を計画している。コロナ禍から脱却する反転攻勢におい

ては二度とやってくるか分からないチャンスと言えるだろう。 

■そんな滅多にない機会ではあるが、当事者である交通事業者各所の HP を見てみるとかな

り温度差があるように思われる。一部を抜粋しているが、対象となる事業者はバス・路面電車

で 9社に及ぶにも関わらずその多くが、HPの「ありふれたお知らせ」程度でしか告知していな

い。本来の趣旨としては普段乗っていない人にも公共交通を利用してもらうことにあるはずで

あり、市も積極的に広報している。にも関わらずお知らせページを順番に探らないと見つける

ことが出来ない上に、必要最小限のことしか書いておらず、利用する人の目で見てみると正直

「歓迎されていないのでは？」とさえ思ってしまった。その点、特設ページを作ってキャンペー

ンまで打つように仕上げた両備グループはさすがと言えよう。 

 

■1 利用者としては無料ならばどこに出かけようか、どんなバスに乗ろうかと楽しみが尽きな

い本取り組みではあるが、コロナ禍から真に脱却するには事業者側も公共交通のサービスレベ

ル向上は避けて通れない。利用者が本当にお金を払うのは、①便利なもの、➁快適なもの、➂
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本当に必要と思うもの、である。「乗って残そう運動」と称して不便なものを無理やり乗ろうと

しても限界がある。過去のかわら版でも触れているが、最低でも 30分に 1本の本数が確保さ

れた本数や美化された停留所、遅れない信用のおけるダイヤ設定など、事業者ではなく利用者

の都合に合わせた改善が行われなければコロナ禍からの回復は不可能であろう。 

■最後に行政とお金のことについて少しだけ触れておく。市はこの無料 DAY に 4600 万円

の予算を確保しているという。「苦しんでいる業界やたくさんあるのだから、もっと他のところ

へ補償を回すべきだ」という意見もあるであろう。しかしながら、全ての業種の赤字補填をす

れば際限なくお金は必要となる。公共交通を無料にすることで、街中へ人の流れが誘導でき、

自然と飲食店や小売店にお金も落ちる。実際に他都市でも実施例はあり、高知市は 2021 年

11月～2022年 1月末の日・祝日というさらに大規模なものもある。過去の例を見ると熊本

にて 2019 年に実施した際には県内規模ではあるが、費用に対して遥かに高い効果をあげて

いる（詳細はかわら版 197 号をご参照）。まさに街を再起動する起爆剤となるかどうか。2 日

間にわたる「壮大な社会実験」とも言える今回の施策。実施後はしっかりと効果を検証し、コロ

ナ後の反転攻勢を強めていってほしい。 

※岡山市 HP より抜粋。今までしばらく乗っていなかった市民も久しぶりに利用してみたいと

思うだろう。その時に「これは便利だ」「これはかっこいい！」と思ってもらえれば、一見さんで

は終わらずに関係性を持続させることが出来るだろう。 


